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業績予想の修正に関するお知らせ  

近の業績動向を踏まえ、平成22年5月19日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知
らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 19,000 1,000 700 400 35.42

今回発表予想(B) 19,229 1,449 1,162 538 47.71

増減額(B-A) 229 449 462 138

増減率(%) 1.2 44.9 66.1 34.6

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成22年3月期第2四半期）

18,970 1,131 807 525 46.52

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 37,500 2,100 1,400 700 61.99

今回発表予想(B) 38,000 2,400 1,700 750 66.46

増減額(B-A) 500 300 300 50

増減率(%) 1.3 14.3 21.4 7.1

（ご参考）前期実績 
（平成22年3月期）

37,367 2,187 1,357 612 54.25

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 12,000 700 500 300 25.09

今回発表予想(B) 12,111 1,016 809 368 30.81

増減額(B-A) 111 316 309 68

増減率(%) 0.9 45.3 61.9 22.8

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成22年3月期第2四半期）

11,694 750 567 442 37.05

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 24,000 1,400 900 400 33.46

今回発表予想(B) 24,500 1,700 1,200 450 37.64

増減額(B-A) 500 300 300 50

増減率(%) 2.1 21.4 33.3 12.5

（ご参考）前期実績 
（平成22年3月期）

23,688 1,434 1,032 537 44.97



修正の理由 

（１）第２四半期（累計）個別業績予想について 
   売上高に関しましては、ほぼ計画値どおりに推移いたしました。 
   利益面に関しましては、コラーゲン・ケーシング事業における国内取引では、高付加価値商品が堅調に推移し、 
   また、輸出取引では、一部の価格改定と円建取引に変更した効果もあり、約200百万円予想値を上回りました。 
   さらに、ゼラチン事業における利益率の高いペプタイド取引と、化粧品事業における健康食品販売が好調に推移し 
   約100百万円予想値を上回った結果、営業利益は、316百万円、経常利益は、309百万円予想値を上回る見通しで 
   あります。 
   なお、四半期純利益は、投資有価証券評価損237百万円の計上により68百万円の増加に留まりました。 
 
（２）第２四半期（累計）連結業績予想について 
   売上高に関しましては、ほぼ計画値どおりに推移いたしました。 
   営業利益、経常利益に関しましては、個別の修正理由に加え、コラーゲン・ケーシング製造子会社が生産数量の 
   増加によるコスト減により約50百万円、化粧品通信販売子会社が販管費の削減効果により約20百万円、輸入穀物 
   食品販売子会社が為替効果により約50百万円、それぞれ予想値を上回る見通しであります。 
   また、四半期純利益に関しましては、連結子会社において税金費用が増額するものの、前回予想値より138百万円 
   上回る見通しであります。 
 
（３）個別および連結の通期業績予想について 
   通期の業績予想に関しましては、今後後半の為替レートを90円から85円に修正した輸出入取引見直し後の業績 
   は、当初の後半業績予想より若干下回る見通しですが、個別、連結ともに第２四半期累計期間の業績修正を主な 
   修正理由として、売上高、営業利益、経常利益、当期純利益それぞれの修正をいたします。 
 
※上記の予想は、本資料発表日現在で入手可能な情報に基づき作成したものでありますので、実際の業績は今後さま 
  ざまな要因によって、予想値と異なる可能性があります。 

以 上


